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４．２
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２
７
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９

８
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張
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９．０
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．１
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６
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０．２

日
３．３
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、
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っ
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｜．０５
１．５
１

１
２
　
　
２

８
１

４
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軫
神
よ
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４
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２３
．１
９．５

７
．
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※
日

の
入

り
の

最
も
遅
い

の
は

、
日
本
で

は
夏
至
か

ら
七

日
後
、
最
も
早

い
の

は
冬
至
か

ら
十

五
日
前
で
あ
る
。

○
六

月
の

行
事
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弦

＝
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の
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を

指
す

１４．１１

４
０

３
６

５
０

２
１

．
１
１
４
．

日
」

、
五

月
の
「
毋

の
日

」
と
回

と
思

え
ば

、
父

へ
も

感
謝

を
さ

さ
げ

る
べ

き
で

あ
ろ
う
。

二
十

一
日

前
後

は
「

夏
至
」
。

文
字

か
ら

い
え

ば
夏

の
真

つ
盛

り
、

北
半

球
で

は
昼

間
が

最
も

長
く

、
夜

が
短

い
日

で
あ
る
。

三
五


